
 

１～３月に増える光熱費 
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冬は暖房等で光熱費への支出が増える季節です。

今月は冬の光熱費について家計調査結果からみてみ

ましょう。 

 

 

１世帯当たりの光熱費全体を月別注１）（平成17～

19年平均）にみると、１～３月の支出が多くなって

います。内訳をみると、電気代及びガス代は１～３

月、灯油は12～２月に多くなっています。また、い

ずれの月においても、光熱費の中では電気代が一番

多くなっています（図１）。 

 
 

 

 

 

次に、冬注２）の光熱費全体について、１世帯当た

りの支出金額を価格の変動分を除き平成元年を100

とした実質金額指数でみると、平成元年から８年頃

までは増加傾向にありましたが、その後はほぼ横ば

いで、平成元年に比べ２割程度高い水準で推移して

います。また、内訳をみると、ガス代と灯油が最近

10年で減少傾向にあるのに対し、電気代は増加傾向

にあり、平成20年は平成元年に比べ６割程度増加し

ています（図２）。 

 

 

 

 

 

最後に、平成20年冬の１世帯当たりの光熱費全体

を地方別にみると、東北地方が最も多く、次いで北

海道、北陸地方が多くなっています。さらに、内訳

についてみると、北海道、東北、北陸地方では灯油

への支出が多いのが特徴で、特に北海道地方では、

冬の光熱費の半分以上を灯油に支出しています 

（図３）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

灯油への支出が多い北海道、東北、北陸地方

増加する冬の電気使用 

図２ 冬の光熱費の実質金額指数の推移 

図３ 冬の光熱費の地方別支出金額（平成 20 年） 

注１） 電気代、ガス代は使用から支払まで間がありますが、家計調査で

は光熱費を実際に支払った月に家計簿へ記入するため、使用月

ではなく支払月の結果となります。  

注２） ここでは前年の12月から当年の３月までを指しています。なお、光

熱費のうち電気代及びガス代は、注１）のとおり使用から支払まで

間があるため、１月から４月の金額で計算しています。以下も同じで

す。 

  

冬の光熱費 
－ 家 計 調 査 （ 二 人 以 上 の 世 帯 ） 結 果 よ り － 

図１ 光熱費の月別支出金額（平成 17～19 年平均） 
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